c 】棘） 


た。尙巧:蜘蛛は白い脫殼を日玉へること数みにしてをすが.非常に瘦てゐ て—_ 
これから巧:蜘蛛は最初のやうに生をを繰返へすの七をる。騰あの回數及び機モ 
，は次に申上げることにしで，最後に鑑ををしで下さいましち橄本す利夫ホ生に層 
く御禮申上げる。 


オニグモ2種の强吿 

が、は中巧を故て刺ヒ帝大生物學敎室にルしばかり席り現をが廢臟局に勤務致しなろ; 
ら中學時巧な來巧きだつた撫蛛の硏瓣を綾けて居るまでちる 0 まる9巧7曰家の近所を 
巧集して數種を得，歸りに梅の木の側を通ると實にすばらしい丸網ろ;張られて居る。何 
蜘蛛の住家だらうと其の網に近づ'いて見ると何遊を見ても蜘蛛が居らない0居らないん 
だなと思つで無を强くゆずぶつて見た。其の時々ィノネゴケの如き塊’がてに落ちたので 
何氣なくそれを注意してなると落もだ塊ろ；動き初めた。それで蜘蛛だといふことがはつ 
きわとわかり早速採集し家にがでから調べて見ると正しく植村先生が Acti Arachnologica 
第4卷第1號じ本邦では瑚鮮及本州中部お東で稀に操集せられる珍品でもると書かれて 
居られたコケォニグモでもつた3化の蜘蛛が宮城縣刈田郡地方に於て發見さわた事は特 
筆4こ値すると思^成でちる。 

我る颗じ於で棒太，北海道.本帅し北部な中部の高地に樂息して居るといはわるアカナニ 
ゲモを宮城縣と姑形縣に跨わ蘇げる贼ぶ山の中腹早川牧場じて昨昭 fill •弓竿8巧と10巧米 
頃に採集したのでアカオ ニグ‘モ はな舰赌にも居る. といふこと を報吿しえ置 きたい。 齋藤 
博およ東化地方の骄蛛類報を（巧 39 年）に本麵の?盡地として靑觀絲巧 f 森市'、弘前市，四 
が巧？）を舉げで慰られる。（平.閒漠ホ） 


東盛蜘蛛關係文獻目錄 

巧 W 巧(1941年度第3固） 

1S 加藤ぉ化——ち神井理科教材欄肖巧鱗察 

見蟲巧第9卷第 >0號のを貫（卿493--612,14 plsO を潰して理科敎が屬自が觀察特輯號 
じなさつたのは化擧プ•もる。か. 598-606 え;細蛛鑛'に關する解說で Plate ]0は「朝霧 
を搞した蜘蛛の網 j で a 化II ii r 黃を煎棘の雌雄」で! ate 12ほ「蜘眯の親子」0あ神が 





